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1.事業所の概要 
① 事業所名及び代表者氏名 

株式会社 鈴興 

代表取締役 鈴木 一秋 

 

② 所在地 

本社 東京都西東京市富士町 5-6-5 

資材置き場(西東京市) 西東京市富士町 6-5-20 

 

③ 担当者連絡先 

EA21 事務局担当者：谷川 亜衣 

連絡先：TEL 042-461-4609     

   ：FAX 042-461-4006        

   ：E-mail info＠suzko.co.jp 

 

④   事業活動の内容 

土木工事業、建築工事業、産業廃棄物収集運搬業 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 事業の規模（2022 年度） 

年間売上高：437,911 千円 

従業員数：19 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:y-suzko@jcom.home.ne.jp
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⑤  建設業許可番号 

1. 許可番号：東京都知事許可（特－4） 第 115184 号 

許可の有効期限：令和 9 年 8 月 9 日まで 

許可業種：土木工事業 とび・土木工事業 石工事業 鋼構造物工事業 

舗装工事業 しゅんせつ工事業 水道施設工事業 

建築工事業 大工工事業 左官工事業 屋根工事業 

タイル・れんが・ブロック工事業 鉄筋工事業 

      板金工事業 ガラス工事業 塗装工事業 防水工事業 

内装仕上工事業 熱絶縁工事業 建具工事業 解体工事業 

 

⑦ 産業廃棄物収集運搬業許可番号    
東京都知事許可 第 13-00-108477 号 

許可日：平成 31 年 1 月 13 日 有効期限 平成 36 年(令和 6 年)1 月 12 日 

許可品目：汚泥、廃プラ、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、 

ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む） 

 

埼玉県知事許可 01101108477 号 

許可日：令和 5 年 3 月 21 日 有効期限 令和 10 年 3 月 20 日 

許可品目：廃プラ（＊）、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、 

ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）及び、陶磁器くず（＊）、 

がれき類（＊） 

※（＊）は石綿含有産業廃棄物を含む 

 

2022 年度 受託した産業廃棄物収集運搬量 179.5ｔ（がれき類） 

保有車両 

3ｔダンプ 3 台 4ｔダンプ 1 台 1.4ｔキャブオーバ 1 台 

2ｔキャブオーバ 2 台 

 

⑧ 法人設立年月日 昭和59年11月9日 

 

⑨ 資本金 2,000万円 
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⑩ 組織図 

           

   代表取締役     

   鈴木 一秋     

        監査  

        鈴木 幹夫  

           
       EA21 事務局（総務部）   

       大坪 智明 ・ 谷川 亜衣   

           

           

 現場担当（工事部）  置場担当（工事部）  事務担当（経理部・総務部）  

 鈴木 博貴  芝 信平  鈴木 富美子・大坪 智明・谷川 亜衣  

           

 工事部  

 12名  

        合計 19名   

 

2.対象の範囲 
全組織・全活動 

 

3.環境経営方針 
≪基本理念≫ 

株式会社鈴興は、事業活動が地域及び次世代の環境に及ぼす影響を常に考え、現場施工

を通じて、住みよい地域環境と地球環境の実現のため、環境に配慮して行動します。 

 

≪基本方針≫ 

1. 次の環境保全の重要事項に対して、環境目標を設定して取組、必要があれば見直し

を行います。 

⚫ 省エネルギーの促進・省資源の導入による、二酸化炭素・水資源の削減 

⚫ 廃棄物の排出抑制と適正処理 

⚫ 環境に配慮した施工の推進 

2. 環境関連の法規制、条例、及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。 

3. この環境経営方針を全従業員に周知し、教育活動を推進します。 

 

2021年 4月 1日改訂 

株式会社 鈴興 

代表取締役  鈴木 一秋 
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4.環境経営目標とその実績              2022年 4月 1日～2023年 3月 31日 

※1 弊社でのリサイクル材料は、再生砕石・再生合材をさします。 

※2 受注する工事の種類などに応じて変わるため、現状数字として設定しておりませんが、目安としては 4 人を基準に設定しています。 

※3 〇目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

※4 電力使用量は 10,167 kWh、燃料使用量はガソリン 7,539L、軽油 12,171 L となります。 

※5 全社の二酸化炭素排出量は 53.46 t-CO2（電気の排出係数は 0.441kg-CO2/kWh）となります。 

項目 
基準年度

2020 年 

2022 年度 

目標 

2022 年度 

実績 

目標と実績 

の差 

目標達成 

状況(※3) 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 

2025 年度 

目標 

①電力の削減[kWh]   売上 100 万円ごと 36 kWh 36 kWh 22 kWh -14 kWh ○ 36 kWh 36 kWh 36 kWh 

②自動車燃料の削減 

1.ガソリン [L]        売上 100 万円ごと 
18 ℓ 18 ℓ 17 ℓ -1 ℓ ○ 18 ℓ 18 ℓ 18 ℓ 

2.軽油 [L]            売上 100 万円ごと 38 ℓ 

42 ℓ 

(基準年度：

2019 年) 
28 ℓ -14 ℓ ○ 42 ℓ 42 ℓ 42 ℓ 

③水資源の削減[m3]     売上 100 万円ごと 0.86 ㎥ 0.86 ㎥ 0.16 ㎥ -0.70 ㎥ ○ 0.86 ㎥ 0.86 ㎥ 0.86 ㎥ 

④コピー用紙の削減[枚] 売上 100 万円ごと 121 枚 121 枚 71 枚 -50 枚 ○ 121 枚 121 枚 121 枚 

⑤産業廃棄物のリサイクル率の維持 100% 95％ 100% +5％ 〇 95％ 95％ 95％ 

⑥環境に配慮した施工の推進 

1 水道管・ガス管・電線を壊さない施工 

全工事 

(218 件) 
全工事 

全工事 

(253 件) 
0 件 ○ 全工事 全工事 全工事 

2 リサイクル材料(※1)を設計に入れ使用 
117 件

( 54%) 

全工事の

50％ 

170 件

( 67%) 
+17 ％ 〇 

全工事の

50％ 

全工事の

50％ 

全工事の

50％ 

3 施工技術の向上(有資格者の増。1 級 2

級土木施工管理、技能講習・特別教育) 

（取得延べ人数※2） 

6 人 
4 人 

(目安) 
3 人 -1 人 － 

2 人 

(目安) 

2 人 

(目安) 

2 人 

(目安) 
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5. 環境経営計画・取組結果と評価、次年度の取組内容 
環境経営計画 取組結果と評価 次年度の取組内容 

電気使用量の削減 

・退社・退席の際、PC 等の電 

源を切る 

・照明・空調の消し忘れをしな 

 い 

・昼休みの消灯 

・室温を環境省推奨温度に設定 

（夏 28℃冬 20℃） 

前半は去年に引き続き、コロナウイルス対策

で換気や飛沫防止の仕切りを設置しており、

事務所内室温管理が難しい中でも節電に努

めた。 

後半からは、引っ越しにより事務所面積が 3

倍に増えたが、継続した節電意識や、省エネ

性の高い新設機器への更新もあり、目標達成

できた。 

取組達成度合いも徐々に意識が上がってい

る。 

継続して実施する 

ガソリン・軽油使用量の削減 

・エンジンをかけっぱなしにし

ない 

・空吹かしをしない 

・不必要なものを乗せない 

当社決算期や年末など、稼働率があがり、そ

れに伴い一部では使用量が上がる場面もあっ

たが、全体としてはよく削減努力を行い、結

果目標達成をすることができた。 

取組達成度を見ると、各自の対策が弱かった

項目に関しても、アンケートを継続する中で

それが意識づけとなり、良い結果にも現れた

のではないか。 

取り組み項目を下記の

とおりに変更 

・ふんわりアクセル 

・加減速の少ない運転 

・早めのアクセルオフ 

・積荷の整理 

・エアコンの適切利用 

水道使用量の削減 

・手を洗うときは水を出しっぱ

なしにしない 

昨年度に、住居部分であった 2，3 階の引越し

があり、住居部分の生活用水としての使用量

が減ったため、基準年より大きく目標達成と

なった。 

11 月より事務所面積が増えたため、前期より

後期の方が使用量が上がっている。次年度以

降の目標値を検討したい。 

継続して実施する 

紙使用量の削減 

・ミスプリントは裏紙として使用 

・印刷する前にしっかり確認をす

る 

・メールを使用する 

・裏紙を活用する 

・両面印刷をする 

公共工事が多く書類印刷が多かったにもかか

わらず、基準年の目標値を下回ることができ

た。年々書類のペーパーレス化を進め、裏紙

の活用やミスプリントを減らす意識も浸透し

ている。 

継続して実施する 

廃棄物の排出抑制と適正処理 

・リサイクルをしっかり行う 

・リサイクル率 95％を目指す 

廃棄物処理法に則り、適正なリサイクル業者

へ委託しているため、問題なし。 

廃棄量は、工事設計通りに排出しているため

削減することは不可能だが、廃棄量が増える

要因など把握しながら、引きつづき適正分別、

適正処理を継続していく。 

継続して実施する 

環境に配慮した施工の推進 

①水道管・ガス管・電線を壊さな

いように施工する 

②リサイクル材料（再生砕石）を

設計に組み込み、使用する 

③施工技術の向上（有資格者、特

別教育、免許者を増やす）（取得

延べ人数） 

①、②共に目標達成。③若手社員が国家資格

を受験、見事取得となった。また、技能実習

生 1 名が、実習制度の建設機械施工技能検定

上級に見事合格した。 

継続して実施する 
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6.環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果並び

に違反・訴訟等の有無 
・当社は関係法令・条例・規則等を遵守しています。 

・過去 3 年間、関係者当局より遵守すべき法令の違反、及び利害関係者からの訴訟提起を受けておりま

せん。 

 

 

 

7.環境活動・地域活動への取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

① ペットボトルキャップ回収 

本社事務所・休憩所で飲用したペットボトルはキャップ・フィルム・本体に分けリサイクルに

取り組んでおります。キャップは近くのコープみらいの店舗回収に持って行き、海外へのワク

チンや予防接種関連の物資を送る活動に役立てています。 
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② 空き缶のプルタブ回収 

本社事務所・休憩所で飲用した缶類は、プルタブを取り、リサイクルに取り組んでおります。

経理部長より株式会社日立製作所へ提供し、車いすへのリサイクルに役立てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 古切手回収 

届いた郵送物から必ず切手を切り取り、封筒は資源ごみに出しています。使用済み切手は、上

記プルタブとともに株式会社日立製作所へ提供し、車いすへのリサイクルに役立てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 使用済みインクカートリッジ回収 

使用済みのインクカートリッジは、集めて、オフィス事務用品通販アスクルの無料リサイクル

回収に出しています。インクカートリッジは、リサイクル商品として生まれ変わります。 
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⑤  東伏見商栄会 

当社は地域の商店街である東伏見商栄会に加盟しております。平成 24～25年には、当社会長

が商栄会会長をつとめ、現在は顧問として運営に携わっています。 

また、当社社長は班長を務め、専務も運営活動をしており、例年は様々な企画運営に携わっ

ていますが、今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス対策のため多くの企画が中止と

なりました。 

人の集まるイベントは行えない中、昨年同様、東伏見駅前を盛り上げようと、駅前イルミネ

ーションは今年もより力を入れて実施しました。 

業務のみにとどまらず、こうした地元の活動にも積極的に参加し、地元に必要とされる企業

を目指しています。 

 

2022年 イルミネーション設営～点灯の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 西東京市消防団 

社長が、地域の消防団第 11分団の分団長として、専務が、第 10分団に所属しています。有

事の際は、いち早く駆けつけて消火活動にあたっています。 

 

 

⑦ 会社周辺の草むしり 

  西東京の置場の周りの草むしりを、今年度も従業員一丸となって行いました。結果、道路の見通

しを良くし、通行人の方々の安全確保に貢献できました。 

東伏見駅前イルミネーション。今年度も力が入ってます！地元の方が次々に訪れ、笑顔で記念撮影をしていました。 
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8.代表者による全体評価と見直しの結果 

・全項目の目標を達成した。 

・施工技術の向上（資格取得者数）に関しては、目安人数の 4人には及ばなかったが、昨年に引き続 

き若手社員の国家資格取得を達成。 

・工事部門では、水道管・ガス管・電線を壊さないよう施工する工事は破損事故ゼロで、目標達成。

リサイクル材の使用に関しても目標達成。 

・コピー用紙枚数も、目標を大幅に下回り達成。 

・電気使用量・水道使用量については、節電努力と住居部分移転により、大幅目標達成。 

 

 

今年度、新型コロナウイルスの影響が 3 年目に突入するという異常な長期化に、ウイルス対策に

は慣れが見えつつも、相変わらず、以前のような活発な社会活動が行えない一年になりました。 

建設業界は少子高齢化が進行する中、新規雇用が進みずらい状況が続いていましたが、社内人材育

成の強化を念頭に「百花繚乱」というスローガンを掲げ、社員一人一人が活躍する事を目標に営業し

てきました。 

結果、若手社員が初の公共工事現場で現場代理人を全うしたり、土木施工管理の資格を取得した

り、という活躍が見られました。中堅の経験者も、自力で現場をこなすだけでなく、若手の育成にも

力を入れ、チーム力が強化されてきたと思います。 

年末には新事務所も完成し、きれいで広く、機能的な空間での業務が実現しました。屋上の開放的

な憩いのスペースも、コミュニケーションを深めることが出来、広い会議室が出来た事により、今ま

でよりも様々な打合せが格段にしやすくなりました。高効率な空調も配備し、全ての照明を LED に

変えた事による節電化も図りました。 

新たな年を迎えた 1月には「進化」というスローガンを掲げ、やっと見えてきた新型コロナウイル

スによる制限から解放され、3年ぶりに社会活動が活発になる事を予測し、急速に変化するであろう

社会のニーズに対応できるように、心構えをしてきました。 

エコアクション２１の取り組みを通して、効率よく、エコに配慮できる、より社会に貢献できる企

業として、成長を続けていく所存です。 

 

 

 


